
















令和７年度広島県立特別支援学校高等部入学者選抜 

普通科職業コース 検査Ｂ 出題意図 
 

 

１ 出題意図 

知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部においては、生徒が、個々の障害の

状態や学習上の特性及び地域の実態等に即して、望ましい社会参加を目指し、日常生活や社会生活に

生きて働く知識及び技能、習慣や学びに向かう力が身に付くよう指導している。また、普通科職業コ

ースでは、職業的自立に必要な力を育成するための指導を行っている。 

こうした普通科職業コースの指導内容を踏まえ、平成 29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・

中学部学習指導要領のうち、自立活動の内容を参考とし、情報の処理や認知や行動の手掛かりとなる

概念の形成等について把握することを目的として出題する。 

 

２ 各問題で主に扱う内容 

１ 手指の巧緻性及び持続性について把握するものである。 

 

２ 必要な視覚情報への注目について把握するものである。 

 

３ 空間認知及び必要な視覚情報への注目について把握するものである。 

 

４ 他者の視点の理解について把握するものである。 

 

５ 空間認知及び必要な視覚情報への注目について把握するものである。 

 

６ 他者の感情の理解について把握するものである。 

 

７ 個々の事物に共通する性質の抽象化について把握するものである。 

 

８ 時間の概念の形成及び必要な視覚情報への注目について把握するものである。 

 

９ 意思の表出について把握するものである。 




